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レジャー・レクリエーションの新しし'1トスベクティブ及び
( Perspective) 

新しし"~5ダイムとしてのマトリックス的分析
( paradigm) 

~工スノメソドロジ~賠で~
(Ethnomethodol ogy ) 

キーワード:レジャーの諸流(源流、現流、本流)

レジャー機能の振り子論;レジャー

活動の三次元的機能・領域・形態分

析;技術系・状態系・領域系を捉え

たレクリエーションの三次元論的活

動分析;趣味化傾向形態と多角的噌

好形態，エスノメソドロジー

1.はじめに

昨年の日本レジャー・レクリエーション学会第

26回大会(於.奈良女子大学)では、 121世紀を

展望したレジャー・レクリエーション運動の課題

と視点~余暇能力 (Leisurability)の開発と余

暇化 (Leisurelization)の実現を中心に ~J と題

して発題した。試みはレジャー・レクリエーシヨ

ンを正しい視点で捉えることが重要であることを

説いた。本研究では正しい視点で捉えたレジャー・

レクリエーションの吏なる機能の拡幅化と活動の

深奥化をはかるためには、 21世紀の超余暇社会化

に向けてレジャー・レクリエーションの新しいパー

スベクティブ-新しいパラダイムとしての具体的

な行動・活動分析の必要性からマトリックスによ

る分析をエスノメソドロジカルな視点で行ったも

のである。とくに後述の 8つのダイアグラムによ

る理解は自由裁量時聞が増大する余暇社会にあっ

て、豊かなゆとりある生活をしていくうえで個人

が自身の余暇をよりよくマネージするためにも重
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要な課題である。お金さえあれば、仕事をしてさ

えいれば豊かになれるという時代ではない。自己

の余暇管理や余暇利用については、いかに余暇能

力 (Leisurability )を高め、浮遊し潜在化して

存在する余暇として可能な領域の実質的余暇化

(Leisurelization )をいかにしていくかが現代社

会の中で求められていることについても第26回学

会大会(於.奈良女子大学)で既に発表した。

物質的・経済的に豊かになった日本において、

自身で一つのことに集中しその中から楽しい活動

として自らの中に創り上げていく蓄積型の形態で

ある趣味化傾向形態は後退し、その豊かさゆえに

tJl¥み食い的に外側にある他動的に創られた諸活動

を広範囲に楽しむ発散型の形態である多角的晴好

形態が優勢を誇っている。

好ましい自己の余暇管理能力とは、余暇活用や

余暇利用、余暇の創造が今どのようになっている

かをしっかりと分析できる能力を持つことに他な

らない。活動や機能や形態の具体的分析が視覚的

にも量的にも明確に見いだせることが必要不可欠

である。 歓娯の状況を創りだす原点は、快追求

のための努力をしなければ、日常生活の中で楽し

さや喜びは生まれてこない。この歓娯の状況を創

りだす快追求のための努力の意識化こそレジ、ヤー・

レクリエーションの創造的な誕生を可能にするの

である。 レジャー・レクリエーションの新しい



-異った見通しを立て、新しい規範によるマトリッ

クス的分析は、日常生活に対して新しい・異った

ものの見方をしていかなければならない。即ちエ

スノメソドロジー的視点が必要になることは言う

までもない。ライフスタイルの中に現われるファ

ジーなる余暇活動・行動の分析は、具体的分析を

少しでも可能にし客観性を持たせていく努力をし

ていくことにある。

E目研究の目的

本研究は、地域社会、団体、機関において、本

研究者自身が発題(講演、論説・論文、基調講演、

研修会、パネルデイスカッシヨンで提言)した諸

資料の分析をすすめ、レジャー・レクリエーシヨ

ンの概念領域の理解を明確にするための課題をマ

トリックス的視点により抽出したうえで、レジ、ヤー・

レクリエーシヨンの日常的な行動の観察を異なり

を持った視点(Ethnomethodologyの考え方)で

捉え、 21世紀を展望した余暇能力 (Leisurability) 

の開発と余暇化 (Leisurelization)の実現のため

にレジャー・レクリエーションの具体的活動分析

を新しい見通し(全体像)及び新しい規範により

確立しようと試みたものである。

皿.研究(資料)の方法(内容)

1993年 ~1997年の期間に本研究者が自ら発表ま

たは講演した内容の分析によるもので、中心とし

た分析資料は、日本レジャー・レクリエーション

学会第26回大会パネルデイスカッション・同大会

発表資料及び次に掲げる①~⑩群の総体である:

①(社)横浜市レクリエーション協会発刊ニュー

ス『レクリエーション横浜J第14号

(1994年11月15日発行)1今レクリエーション指

導者に求められているものは何かJ
第15号(1995年 4月 1日発行) 1“現代レクリ

エーション実践"再考」、第16号

(1995年 9月1日発行)1レジャーとレクリエー

ションの関係を知る」、第17号

(1996年 3月31日発行)1レジャーとレクリエー

ションの関係を知る(その 2)J 

②平成 7年度(社)横浜市レクリエーション協会

主催事業研修会講演(1996年 3月1日) 1レク

リエーション再考~そのファジー(暖昧)なる

ものへの挑戦~J

③『レクリエーション指導法[その理論と活動]

~レクリエーション的効呆と治療的効果の並存

を求めて ~j (鈴木秀雄著、 1996年 3月20日誠

信書房刊)

④神奈川県福祉部主催、障害者スポーツフォーラ

ム基調講演(1996年 3月24日)

「セラピューティックレクリエーションの十:lI.，点

からみた障害者スポーツの課題とその将来」

⑤平成 8年度(社)横浜市レクリエーション指導

者養成講座 (1996年 5月24日)Iレクリエーシヨ

ンとは何かJI現代社会におけるレクリエーシヨ

ンの課題」

⑥神奈川県福祉部プロジェクトレポート (1996年

5月12日)I身体障害者スポーツに対する今後

の取り組みの視点JIアカウンタピリティー

(Accountability=責任)とアクレディテーション

( Accreditation二信頼)J

⑦第 9期(平成 8・9年度)専門委員・事業運営

委員の委嘱並びに活動等の説明会、基調講演

(1996年 6月29日)121世紀を展望した(社)横

浜市レクリエーション協会の役割j

⑧横浜市野外活動指導者養成講座講義シリーズ

(1993年~1996年)1余暇杜会論」

⑨和光大学生活科学論研究会「レクリエーション

指導者養成及び資格認定に関わる課題~レクリ

エーションの今日的視点からの人材育成~J

f生活・労働・余暇』第 6号

(1997年 7月)

⑮関東学院教養論集第 7号「レジャー機能の拡幅

化とレジャー活動の深奥化への試み

~21世紀の超余暇社会にむけて~J (1997年9月)

N.考察(提案)及びまとめ

エスノメソドロジー(Ethnomethodology )的

視点によるレジャー・レクリエーションの具体

的活動に関わる新しいパースペクティーフ¥新

しいパラダイムとしての一連のマトリックス的

分析(以下の図 1~ 8 )は、レジャー・レクリ

エーションの機能・範囲・領域・形態の明確化

であり、活動内容の総合的判断としての達成度・

歓娯度・領域関与度でみる三次元的分析である:

η
i
 

η
4
 



[レクリヱーションの確認]

レクリエーションとは、「単なる遊び (Mere
play )から創造的活動 (Creativeactivity ) 
までを含む一連の広がり (spectrum& Span ) 
の中にあって余暇(レジャー)になされ、自由

に選択され、楽しみを主たる目的としてなされ

る活動 (Activity)であり、歓娯(よろこび楽

しむこと)の状態 (Stateof being) をいうJ
のであるから、レジャーの中に明確にレクリエー

ションが存在していることがわかる。

[レジャー機能の拡幅化とレジャー活動の奥深化

への試み}

レジャーとは、その三機能(休養・休息;気

晴らし・娯楽;自己開発・自己啓発)のいずれ

の機能の範時であっても、人が楽しむ状況・活

動であり、楽しんでよい枠組みの中にいること

でもある O しかし楽しみの時、その枠組みの中

にいたとしても楽しみが自然に向こうから必ず

しもやってきてくれるものでもない。「こころ

よさ」という個人の快追求の状態 (Beingen-

joyable )と「こころよい」という快活動

(Doing the enjoyable )がなされなければレジャー

としての存在を意味しない。自由時間が全て余

暇であることを意味してはいない。

[活動の趣味化傾向形態と多角的晴好形態とのバ

ランス]

趣味化傾向形態とは、個人が趣味と決め得る

ある種の継続性を持った活動形態で、思い返し

ができ、純粋活動形態で、仕事化することも時
として可能で、蓄積型の意味合いを持つもので

ある。楽しみやおもしろさを発見、獲得するこ

とが難しい社会環境にあればあるほど個人の活

動は逆に趣味化傾向形態をたどり、積極的な積

み重ねにより自らおもしろさや楽しさを身近か
なところで開発していく傾向を持つものである。

多角的晴好形態とは、社会の中におもしろさや

楽しさが溢れ、散在し、活動を通して容易にそ

れらを得ることができる社会になれば、意識し

ておもしろさや楽しさを作り出す努力を必要と

せず、社会に存在する既成の手頃なものを弧み

食いのように転々とすることから、蓄積する形

態の趣味化の傾向にはならず刺那的な消費形態

ともなり、技術や知識の蓄積は少ない。

しかし複雑化する現代社会にあっては、利那的

な消費形態であってもストレスの解消、人間関

係の円滑化、精神の浄化等の視点からは欠かせ

ない活動としての意味合いを一方では持ってい

るO 蓄積型と消費型の活動形態のバランスを有

する余暇活用を考えるべきであり、それをどう

実現していくかが、豊かな余暇生活の充実にあ
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.古典的レジャー(源流)

図1.rレジャ の源流→古典的レジャーの本質jの分析

.スコーレの逆転現象を起こ Lている現代的レジャー(現斑)

図 2.rレジャーの現流→逆転現象を生じた現在的大衆レジャー」の分析
.本賢への回帰現草がみられるレジャー(本流)

リセーレ スコーレ

(レ>'ャ4クラス麓〉

労働を脊t晶様濠

(マスレジャー騎〕

図3.rレジャーの本清→本質への回帰現輩が見られる本来へのレジャ jの分析
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図4.rレジャーの機能→振り子の振幅と振り子の要(かなめ)の異りによるレジャーJの分析



たり、大きな比重を占めることになる。バラン

スのとれた余暇活動の活用や充実のためには、

レジャー機能の拡幅化とレジャー活動の奥深化

の必要性が強く説かれなければならない。

意識的・意図的な余暇活動形態と自然発生的

な余暇活動とを考えたとき、個人が有する余暇

の枠組みの大きさと共に、時には意図的に時に

は自然発生的に活動が実行されるのだが、どち
らにせよ趣味化傾向形態の活動であるか、また

は多角的晴好形態の活動であるか、あるいはそ

れらがそれぞれの割合で組み合わされていると

いう活動になる。単なる遊びゃ戯れ (Mereplay ) 
の活動と創造的活動とを二分するのではなく、

活動そのものは趣味化傾向形態と多角的晴好形

態との比重(割合)によりその内容が変化して

存在していると考えるべきである。

[新しいマトリックスによる余暇活動の機能・領

域・形態分析~21世紀の超余暇社会化にむけて~]

21世紀を展望したレジャー・レクリエーション

の課題として一連(図 1~図 8 )の流れをまと

めるならば、余暇の源流(古典的レジャー)か

らの変化により余暇の現流(大衆的レジャー)

は、どのようになっているのかという認識を明

らかにし、余暇における三機能の存在とそれら

の個人による有効活用、即ち拡幅化され深奥化

された余暇の具現化・具体化が超余暇社会化に

あって重要である。自身の余暇生活内容や形態

の理解が十分にでき、具体的な行為・行動とし

てのレクリエーション活動がどのようなものに

なっているかという判断(分析)ができること

が必要なのである。楽しみやおもしろさ、豊か

さやゆとりを常に念頭において活動すべきだな

どと説くものではない。必要に応じ余暇に対す

る分析を客観的にしようと試みたとき、その方
法を知っておくことはその後の活動にとって有

益であることを説いているのである。余暇生活

容や形態の理解をするための力である、「余暇

能力J(Leisurability )を向上させ、真の余暇

の具現化、具体化による活動の有効活用をする

「余暇化J(Leisureliza tion )の実現を進める

ことカfできる力をつけることである。

レジャー機能・形態・活動領域のマトリックス

により、少なくとも活動がどの機能や形態を中

心とし、どの活動領域が主なものであるのかを

特定する指針となる。レジャーの中でなされる

レクリエーションに関するかぎり、活動の分析

とは、その活動の価値や意義を評価するための

ものではなく、自身にとってよりよいレクリエー

シヨンはどうあるべきかを知るためのもので、

余暇能力 (L巴isurability)を高めていくため

に理解しておくべきものである O

←一一一一 機能の拡幅化 一一一→

活
動
の
深
奥
化

図5.rレジャーの範囲→機能の拡幅化と活動の深奥化との関係でみるレジャーJの分析

具体的余暇活動(種目・プログラム

二高1??あたまの領域 こころの領域 からだの領域

休養・休息

気晴らし・娯楽

自己啓発・自己開発

図6.rレジャーの領様→機能と人間活劃揚械との関係でみるレジャーJの分析

ト一一一機能一一~

〔※印は自己啓発自己開発(蓄積型)
機能で人間活動領域1;:、あたま
(co百四七日leDomain)で趣味化傾向

形態の分類となる〕

図7.rレジャーの形態→極様化傾向形態と多角的晴好形態でみる三次元的レジャー(円'"9
目od<.Matrix)Jの分析

人間活動領域系
(Humanisti田 ActivityDomain) 

蝦印は水槽(レジャー)の中での金
魚(レクリエーション)の位置で、
頭の方向は活動を求める方向に向
いていることになるc

縦軸
レクリエーンヨンt支柿1系
(Rocreation Technigue) 

図8.rレジャ とレ7リエーションの関係 4 達成度(技術系)・歓娯度(状態系)・関与度(頭と
心と体のいずれかが異った比重で関わる人間活動領域系)でみる総合的判断としての三次元

附孟動Jの骨析
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